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いく必要がある  3, 4）．そのためには，これまで様々
な実態調査を通して抽出された虐待に至るおそれ
























































































































を奪う  17- 19）．児童虐待防止法の 2004 年の改正で，
子どもに心理的外傷を与えるものとして，心理的





















































































































































































石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.15, 2018
－ 43 －



























































































石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.15, 2018
－ 44 －
表 2-1　虐待事例との一致度（そう + ややそう）が 50％以上の項目（n=34）
                    人（％） 
項目 n そう ややそう やや違う 違う 
1.思い通りにならない状況にかなり不安になっている 31 13(41.9) 14(45.2) 2(6.5) 2(6.5)
2.まどろっこしい行動にイライラしている 30 9(30.0) 17(56.7) 3(10.0) 1(3.3)
3.怒りを周囲にまき散らすことがある 32 14(43.8) 13(40.6) 3(9.4) 2(6.3)
4.自分が正しいと考えていることを強要している 30 11(36.7) 14(46.7) 4(13.3) 1(3.3)
5.自分だけを理解し心を寄せてくれる人を強く求めている 30 9(30.0) 14(46.7) 7(23.3) 0(0.0)
6.他者のせいにしがちである 30 9(30.0) 14(46.7) 7(23.3) 0(0.0)
7.ほどほどにするということができない 32 7(21.9) 17(53.1) 7(21.9) 1(3.1)
8.楽しむことができない 31 9(29.0) 14(45.2) 4(12.9) 4(12.9)
9.被害者意識が強い 31 11(35.5) 12(38.7) 6(19.4) 2(6.5)
10.他者と親密な関係を持ちにくい 30 9(30.0) 13(43.3) 8(26.7) 0(0.0)
11.なかなか人を信用することができない 31 8(25.8) 14(45.2) 8(25.8) 1(3.2)
12.偏頭痛等の心身症様の身体症状が多い 30 9(30.0) 11(36.7) 6(20.0) 4(13.3)
13.物事や他者を白か黒かの二極分化で決めたがる 29 5(17.2) 14(48.3) 8(27.6) 2(6.9)
14.理想とほど遠い自分を許すことができない 30 6(20.0) 13(43.3) 4(13.3) 7(23.3)
15.常に他者からの承認と賞賛を求めている 31 8(25.8) 11(35.5) 10(32.3) 2(6.5)
16.一つの行動にこだわり他の行動が可能であると考えない 28 4(14.3) 13(46.4) 9(32.1) 2(7.1)
17.他者にどう思われるかが重要だと思っている 32 6(18.8) 13(40.6) 10(31.3) 3(9.4)
18.嫉妬深い 27 5(18.5) 11(40.7) 10(37.0) 1(3.7)
19.他者に細かく指示している 31 5(16.1) 13(41.9) 11(35.5) 2(6.5)
20.常に他者を警戒している 31 5(16.1) 13(41.9) 10(32.3) 3(9.7)
21.問題の解決を後回しにしている 28 6(21.4) 10(35.7) 11(39.3) 1(3.6)
22.他者を盲目的に信じるか最初から疑っている 30 6(20.0) 11(36.7) 11(36.7) 2(6.7)
23.責任を負わなければならない状況を回避している 29 7(24.1) 9(31.0) 10(34.5) 3(10.3)
24.他者に頼ることができない 31 5(16.1) 12(38.7) 8(25.8) 6(19.4)
25.周囲の期待にそうように振る舞おうとしている 33 3(9.1) 15(45.5) 9(27.3) 6(18.2)
26.自分の気持ちや考えをなかなか打ち明けられない 30 5(16.7) 11(36.7) 10(33.3) 4(13.3)
27.自分の感情が分からない 29 7(24.1) 8(27.6) 13(44.8) 1(3.4)
28.自分自身に対して高い理想を持っている 31 6(19.4) 10(32.3) 13(41.9) 2(6.5)
29.相手の顔色をうかがっている 32 6(18.8) 10(31.3) 13(40.6) 3(9.4)
30.人生は自分以外の要因によって決まると思っている 28 5(17.9) 9(32.1) 14(50.0) 0(0.0)
31.他者に気を使い過ぎて疲れやすい 32 4(12.5) 12(37.5) 12(37.5) 4(12.5)
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表 2-2　虐待事例との一致度（そう + ややそう）が 50％未満の項目（n=34）
              人（％）
項目 n そう ややそう やや違う 違う 
32.自分の本当の思いを認めない(否認) 29 5(17.2) 9(31.0) 11(37.9) 4(13.8)
33.いつも自分のせいではないかと考えている 32 6(18.8) 9(28.1) 11(34.4) 6(18.8)
34.起こってもいないことをあれこれ心配する 30 7(23.3) 7(23.3) 14(46.7) 2(6.7)
35.常に指示してくれる人がいないと不安である 31 3(9.7) 11(35.5) 11(35.5) 6(19.4)
36.嫌われないよう自分のイメージに異常に気を配っている 32 5(15.6) 9(28.1) 14(43.8) 4(12.5)
37.何をやってもうまくできないと思っている 31 3(9.7) 10(32.3) 12(38.7) 6(19.4)
38.常に他者の気持ちや意向に気を配り過ぎる 32 2(6.3) 11(34.4) 11(34.4) 8(25.0)
39.自分の進む道を必ずしも自分で決めていない 31 4(12.9) 8(25.8) 14(45.2) 5(16.1)
40.責任を果たすことにこだわっている 31 5(16.1) 7(22.6) 14(45.2) 5(16.1)
41.表情、しぐさ、声等が話している内容と一致しない 30 3(10.0) 8(26.7) 14(46.7) 5(16.7)
42.理想論、ファンタジー(空想)にとらわれている 30 5(16.7) 6(20.0) 12(40.0) 7(23.3)
43.目標を決めてもめったに成功しないと思っている 31 0(0.0) 11(35.5) 15(48.4) 5(16.1)
44.特定の人を理想化している 26 3(11.5) 6(23.1) 12(46.2) 5(19.2)
45.言葉よりも非言語的なものを気にしている 30 3(10.0) 7(23.3) 15(50.0) 5(16.7)
46.人間的な関わりに貪欲である 30 1(3.3) 9(30.0) 14(46.7) 6(20.0)
47.罪の意識によくおそわれている 32 3(9.4) 7(21.9) 16(50.0) 6(18.8)
48.本当は気が進まないのにいやだと言えない 31 2(6.5) 7(22.6) 11(35.5) 11(35.5)
49.言葉を用心深く選んでいる 31 1(3.2) 8(25.8) 16(51.6) 6(19.4)
50.相手が腹を立てそうな行為をわざとすることがある 30 3(10.0) 5(16.7) 14(46.7) 8(26.7)
51.普通では耐えられないようなことを耐えてしまう 31 3(9.7) 5(16.1) 19(61.3) 4(12.9)
52.逸脱行動で自分に関心を集めようとしている 31 3(9.7) 4(12.9) 14(45.2) 10(32.3)
53.尊大で誇大的な考えを抱いている 29 2(6.9) 4(13.8) 16(55.2) 7(24.1)
54.いつも受け身的である 31 1(3.2) 5(16.1) 19(61.3) 6(19.4)
55.対立を極度に恐れたり避けている 29 2(6.9) 3(10.3) 14(48.3) 10(34.5)
56.波風をたてないように四苦八苦している 31 2(6.5) 2(6.5) 21(67.7) 6(19.4)
57.あまり感情を出さない 31 1(3.2) 3(9.7) 13(41.9) 14(45.2)

































3.怒りを周囲にまき散らすことがある 34 17(50.0) 16(47.1) 1(2.9) 
13.物事や他者を白か黒かの二極分化で決めたがる 33 16(48.5) 14(42.4) 3(9.1) 
9.被害者意識が強い 32 14(43.8) 16(50.0) 2(6.3) 
6.他者のせいにしがちである 33 14(42.4) 16(48.5) 3(9.1) 
19.他者に細かく指示している 33 13(39.4) 16(48.5) 4(12.1) 
7.ほどほどにするということができない 33 13(39.4) 16(48.5) 4(12.1) 
2.まどろっこしい行動にイライラしている 32 12(37.5) 17(53.1) 3(9.4) 
12.偏頭痛等の心身症様の身体症状が多い 33 12(36.4) 15(45.5) 6(18.2) 
4.自分が正しいと考えていることを強要している 33 12(36.4) 17(51.5) 4(12.1) 
1.思い通りにならない状況にかなり不安になっている 33 11(33.3) 18(54.5) 4(12.1) 
29.相手の顔色をうかがっている 33 11(33.3) 18(54.5) 4(12.1) 
25.周囲の期待にそうように振る舞おうとしている 34 10(29.4) 22(64.7) 2(5.9) 
31.他者に気を使い過ぎて疲れやすい 32 9(28.1) 19(59.4) 4(12.5) 
15.常に他者からの承認と賞賛を求めている 32 8(25.0) 17(53.1) 7(21.9) 
21.問題の解決を後回しにしている 32 8(25.0) 19(59.4) 5(15.6) 
5.自分だけを理解し心を寄せてくれる人を強く求めている 32 8(25.0) 20(62.5) 4(12.5) 
20.常に他者を警戒している 32 8(25.0) 23(71.9) 1(3.1) 
10.他者と親密な関係を持ちにくい 33 8(24.2) 22(66.7) 3(9.1) 
8.楽しむことができない 34 8(23.5) 23(67.6) 3(8.8) 
27.自分の感情が分からない 31 7(22.6) 14(45.2) 10(32.3) 
23.責任を負わなければならない状況を回避している 32 6(18.8) 19(59.4) 7(21.9) 
28.自分自身に対して高い理想を持っている 33 6(18.2) 18(54.5) 9(27.3) 
26.自分の気持ちや考えをなかなか打ち明けられない 33 6(18.2) 20(60.6) 7(21.1) 
16.一つの行動にこだわり他の行動が可能であると考えない 32 5(15.6) 20(62.5) 7(21.9) 
17.他者にどう思われるかが重要だと思っている 32 5(15.6) 22(68.8) 5(15.6) 
11.なかなか人を信用することができない 33 5(15.2) 20(60.6) 8(24.2) 
24.他者に頼ることができない 33 5(15.2) 22(66.7) 6(18.2) 
22.他者を盲目的に信じるか最初から疑っている 29 4(13.8) 21(72.4) 4(13.8) 
14.理想とほど遠い自分を許すことができない 33 4(12.1) 17(51.5) 12(36.4) 
18.嫉妬深い 32 3(9.4) 21(65.6) 8(25.0) 
30.人生は自分以外の要因によって決まると思っている 32 3(9.4) 15(46.9) 14(43.8) 
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Investigation of the items for a child abuse risk assessment checklist 
focusing on psychological characteristics of the parent
Takahiro TERAI
Abstract
Child abuse is a serious problem, and it is necessary for healthcare providers to quickly discover a 
parent needing support, for which a risk assessment checklist is useful.
Therefore, we created an abuse risk assessment checklist that itemized the psychological 
characteristics of the parent. The items were made in reference to the psychological characteristics 
that a parent likely to abuse presented, as previously reported. We investigated the validity of the 
list items with experts who worked in child consultation centers, focusing on to what extent the 
content of the items accords with abuse cases, and whether the psychological characteristics on the 
list can be recognized by the experts through minimal involvement with a potentially abusive 
parent. The items were summarized into a 31-point checklist, and the experts’ evaluations 
suggested that the list we created was proven to show the psychological characteristics of abusive 
parents.
Keywords　parents, abuse, psychological characteristic, item list, expert
